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山形市市民活動支援センターだより とぴあす
発行責任者：所長　齋藤和人
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編集後記

今号の目次

・開館時間 /9 時半～ 22 時

・休館日 / 月曜日、祝日、月曜日が祝日のときは火曜日、年末年始

★印刷と相談の方は１団体２名、２時間までの駐車券補助があります。

（霞城セントラルパーキング・山形駅東口交通センター駐車場をご利用ください。）

山形市市民活動支援センターご利用のご案内

・団体のビジョン、ミッションを

　確認してみよう

　

・ みんなでチャレンジ！

　今すぐできる社会貢献 vol.8

・ ＮＰO 道具箱 vol.8

・センター職員のいちおし！ 　.25 　
山形市市民活動支援センター
〒990-8580
山形市城南町 1 丁目１－１霞城セントラル 22・23 階

電　話：023-647-2260　ＦＡＸ：023-647-2261 
メール：center@yamagata-npo.jp

山形市の市民活動の情報と支援センターからのお知らせをお届けする情報紙

 

・山形市の市民活動団体のご紹介

センター職員のいちおし！

　　　　　　　　山形は冬真っ只中。私が待ちに待っ
　　　　　　 たワクワクな季節がようやくやってき
ました。そして雪かきは、私にとってはこれ以上な
い楽しみであり、言わば “ 遊び ” の内の一つです。
昨今の、スキーウェアや防寒長靴といった冬物アイ
テムの進化に伴い、ここ数年は雪かきがますます楽
しくなってきました。
　そんな雪かきの後は、仲間や友達と楽しい “ いっ
ぷく”の時間になることもしばしば。“あっづい”コー
ヒーは定番中の定番で、その他にも「みそラーメン

スタッフが気になることやおすすめしたいことなどをご紹介します

2016 年 1 月 15 日発行

みんなでチャレンジ！
今すぐできる社会貢献 vol.8

　社会貢献をキーワードにネット検索していたら、
With Earth のブログにたどり着き、「こんなのもあ
りだなぁ～」と感じましたので紹介します。
　「ＥＣＯ ＢＢＱとは、「楽しい」ＢＢＱにＥＣＯと
いう些細な「社会貢献」の要素を加えたものです。
ＥＣＯ ＢＢＱの３つのポイントは
① 参加者が My はし・My ボトル・My 皿を持参
② ぜーーーったいに残さない
③ みんなで楽しむ
これが彼らの投稿記事です。これだったらすぐに家
庭で実践できますよね。家庭にいたら①は当たり前、
②が大事かな？

　ECO BBQ
　  エコバーベキュー

今すぐ誰にでも始められる ”社会貢献 ”に注目！

・今後の講座・イベント情報

食いだいね」と数人でその格好のまま食べに行っ
たり、誰かがあじまんを買ってきて争奪戦になっ
たりと、雪かきが終わった後だからこその楽しい
ひと時があるものです。そして、除雪の後に隣近
所で生まれる、妙な連帯感もこれまた冬ならでは

（←不思議ですよね笑）
　そんな風にして、厄介者の雪をたまにプラスに
捉えてみると、楽しみ方は色々と見つけられるの
かもしれませんね。（花屋）

遊ぶぜ！冬！

山形市市民活動支援センターだより

と ぴ あ す

　当センターに登録している団体の概
容を見ることができます。
管理者：山形市市民活動支援センター

　そう考えると「不要な照明はこまめに消す、暖房中
はドアをきちんと閉める」もほんとに些細なことです
が社会貢献ですよね。（那須）

年末年始は、普段離れて暮らしている家族や、親戚・友
人と賑やかな時間をお過ごしの方も多かったのではない
でしょうか。本年もよろしくお願いいたします。（有川）

干支の十二支は、昔は農業に利用され、農作物の生育に関わる暦として利用され、「申（さる）」は、「伸ば
す」という意味があり、「草木が十分に伸びきった時期で、実が成熟して香りと味がそなわり固く殻におお
われていく時期」を言うそうです。みなさんの市民活動や NPO 活動が成熟し、香りと味がそなわる年にな
るような支援を目指して、今年も努めてまいります。
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　山形市内にのみ事務所を置いている
ＮＰＯ法人の一覧で、それぞれの事業
報告書などを見ることができます。
管理者：山形市企画調整部企画調整課

　山形県公式ウェブサイトのＮＰＯ法
人一覧ページとリンクしており、山形
県内のＮＰＯ法人について見ることが
できます。
管理者：山形県企画振興部県民文化課

山形市内のＮＰＯ法人一覧
山形発
ボランティア＆ＮＰＯ情報ページ

（http://www.yamagata-npo.jp/list/）
（「山形市認証のＮＰＯ法人」で検索）

テーマ

（http://db.yamagata-npo-volunteer.net/）

    2015 年に開催した 3 回の SAVEJAPAN プロジェクトと
　やまがた NPO ウィーク 2015 のレポートです。

　
特別増刊

　       印刷機ご利用にあたってのお願い

　日頃、多くの皆様に印刷・作業コーナーをご利用い
ただきまして、ありがとうございます。
　印刷機のご利用にあたりましては、今後も皆様に気
持ちよくご利用いただくため、下記の注意事項の確認
をお願いいたします。
・印刷する内容は利用登録団体の活動に関するもので
あり、かつ当センターの設置目的にあった内容に限ら
せていただいております。
　ご協力よろしくお願いいたします。

ＮＰＯ道具箱 
「毎年出ている○○○の助成金について知りたい」
「○○の分野で助成金を探している」
「今から○○○の助成金に申請しようと思っているが、条件や募集締切を確認したい」
そんな疑問を解消するために、インターネット上ではＮＰＯ（市民活動団体）を対象にした
助成金情報を集約したページがあります。ここでは、その一部をご紹介します。

ＮＰＯの助成金一覧ページ

山形市市民活動支援センター
助成金・公募情報

ＮＰＯＷＥＢ　助成金情報山形市市民活動支援センター
助成金・公募情報

（http://www.yamagata-npo.jp/
modules/d5/index.php?content_id=8）

（http://www.yamagata-npo.jp/
modules/d5/index.php?content_id=8）
　当センターに寄せられた助成機関・
団体からの情報を見ることができま
す。
管理者：山形市市民活動支援センター

　当センターに寄せられた助成機関・
団体からの情報を見ることができま
す。
管理者：山形市市民活動支援センター

ＮＰＯＷＥＢ　助成金情報

（http://fields.canpan.info/grant/）（http://fields.canpan.info/grant/）

　公益活動団体が活用できる助成制度
のデータベースです。
管理者：日本財団、ＮＰＯ法人ＣＡＮ
ＰＡＮセンター

　公益活動団体が活用できる助成制度
のデータベースです。
管理者：日本財団、ＮＰＯ法人ＣＡＮ
ＰＡＮセンター

（http://www.npoweb.jp/modules/
  subsidy/index.php?content_id=1）

（http://www.npoweb.jp/modules/
  subsidy/index.php?content_id=1）

　締切日順、常時募集に分けて掲載
されており、ひとつひとつの情報に
対象地域が明記されています。
管理者：ＮＰＯ法人シーズ・市民活動
を支える制度をつくる会

　締切日順、常時募集に分けて掲載
されており、ひとつひとつの情報に
対象地域が明記されています。
管理者：ＮＰＯ法人シーズ・市民活動
を支える制度をつくる会

ＣＡＮＰＡＮ　ＦＩＥＬＤＳ
　　助成制度／助成制度一覧
ＣＡＮＰＡＮ　ＦＩＥＬＤＳ
　　助成制度／助成制度一覧

松の内も過ぎて正月気分も一段落。日常生活のリズムもそろそろ戻ってきた頃でしょうか。
当センターの情報誌が『とぴあす』に改名してから、初の新春号をお届けします。
センタースタッフ一同も新たな年を迎え、より使いやすいセンターを目指していろいろな
アイデアを検討中です。ご期待ください！
本年もお気軽にお立ち寄りいただき、当センターをご活用いただきますよう
心よりお願い申し上げます。 
　　　　　　　　　　　　　　　山形市市民活動支援センター　所長　齋藤和人

今号の目次

吾妻連峰の猿の親子

ＮＰＯを応援する仕組みや情報をご紹介します

vol.8



 ミーティングスペース

　

　

市民活動のご紹介

　第 1 部は、「山形市と水害」というテーマで、現状とそ
の原因について学び、山形市洪水避難地図（洪水ハザード
マップ）を、須川と馬見ケ崎川に注目して見ていきました。
水害から身を守るためには、防災マップを作り、危険箇所
を確認し、非常持出品を備えておくことや、常に災害情報
に注目し、情報を集めることが大事だということです。
　第 2 部は、参加者全員でワークショップを行いました。
オール電化、貯蔵品、都市ガス、避難所等多くの話題が出
されました。講師からは、女性の防災の環境を良くするよ

山形市の

カレンダーが真新しいうちに考えてみませんか？
今後の講座・イベントのご紹介

■お問い合わせ先
　やまがた女性 21
　（山形市春日町 1-26  田中様方）
　メール ka-junko@gray.plala.or.jp

※ 詳しい内容は当センターのウェブサイトをご覧ください

～ビジョン・ミッションの共有～
新たな年を迎えました。しかし、多くの団体や法人は事業年度仕上げの四半期が明けたと感じてい
るのではないでしょうか？ところで、今年一年どんなことをやりますか？新しい事業年度になった
ら何をやりますか？今年の目標や抱負は決まりましたか？

■お問い合わせ先
　ＮＰＯ法人山形自立支援創造事業舎
　電話　023-674-9494

つぶやきホッとサロン

　山形自立支援創造事業舎が、公益財団法人損保ジャパン日
本興亜福祉財団から自動車購入費の助成を受け、贈呈式が行
われました。会場の事務所前にはお世話になっている方々や
町内の方もかけつけました。
　損保ジャパン日本興亜福祉財団は、２０１５年度自動車購
入費助成金として、東日本地区で障がい者に対する福祉活動
を行う団体に助成を行いましたが、１２９件の応募のうち１
０団体に助成を決定し、山形自立支援創造事業舎はその中の
一つとして採択されました。
　今回の助成で購入したのは、水色のトラック。こちらを活

■お問い合わせ先
　クローバーの会＠やまがた  
　事務所　山形市緑町 4-10-3 ファートンビル３階Ａ
　　　　　（ぷらっとほーむ内）
　電話　090-4553-7257（ヒグチ）
　メール　clover.yamagata＠gmail.com

　クローバーの会＠やまがたは、不登校・ひきこもりの子
どもをもつ親の会で、不登校やひきこもりについての情報
交換や講座等の学びの場づくりを行っています。
　今回、親の学び連続講座の２回目が山形国際交流プラザ
山形ビッグウィングで開催されました。会場は約７０名の
方でいっぱいで、予定していた席が足りなくなるほどの盛
況ぶりでした。心理カウンセラーでトータル・カウンセリ
ング・スクール講師の金藤晃一さんから、「心によりそうコ
ミュニケーション」と題した講演が
ありました。金藤氏は、ご自身の不
登校体験や、田中信生氏との出会い
を通して様々な神経症を回復した体
験談などを聞かせてくださいました。
　　　　　　　　　　　　　　

NＰＯであれ企業であれ、立
てた計画に対して実績がどう
なのかを振り返ることは必要で
す。

また活動時間が長くなり一緒に
活動する仲間が変わっていた
ら、当初の思いが共有されてい
ないかもしれません。

「ビジョンやミッション」或い
は「何をしようとしているのか、
目指す姿はどんなものか」が共
有出来ていないと、優秀で法人
　や団体にとって大事な人材
　を流出させてしまうかもし
　　　　　れません。

昔、書初めなどで今年の抱負を
書いていませんでしたか？
社会人になってからも今年の抱
負とか考えてますか？
気が付いたらいつの間にか年の
瀬になり、何となく新年を迎え
るそんな繰り返しになっていま
せんか。

市民活動団体やＮＰＯ法人は、
元々は熱い想いをもって活動を
始めたことでしょう。

時間が経過し、メンバーが変わ
り、周りの状況も変化していま
す。

時々は組織の現状と未来像を十
分に分析、整理して、言葉にす
ることが大切です。

年頭にあたり、あなたの団体や
グループでも自分たちのミッ
ション、ビジョンをもう一度考
えてみませんか。

最近の気になることについて話したい！
様々な地域の方と話したい！
ボランティア・ＮＰＯに興味がある！
など自由にお話する場所です。どなたでもお気軽に参加くだ
さい。毎月定期開催しています。

■日時　2 月 12 日（金）10 時～ 12 時
■場所　当センター　ミーティングコーナー

※事前申し込みは不要、
　途中参加・退出も自由です。
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取材日 １１月 24 日（火）
災害対策を男女共同参画から考える～災害対策の現状と課題～ PartⅡ

自動車購入費助成金贈呈式
取材日 12 月 18 日（金）

　テーマは不登校やひきこもりですので、決して軽いテー
マではないと思いますが、金藤氏が笑いを交えながら、親
しみやすい語り口でお話され、そして、私たちにも身に覚
えのありそうな具体例をあげて説明されていたので、非常
に共感できました。コミュニケーションに悩むすべての人
に希望を感じさせる内容の講座でした。（佐藤）

うな横断的なプロジェクトを企画してみるのもいいという
提案をいただき終了となりました。参加者の皆さんは、自
分の住んでいる地域のこと、また自分の考えるべき課題や
備えておきたいこと・ものが具体的にイメージできたよう
でした。（有川）

用し、長年取り組んで来た循環型野菜作り「やさいクル」で
栽培した野菜を、地域参加型移動販売事業の商品として取り
扱っていくとのことです。早速、真新しいトラックに、獲れ
たての野菜を積むメンバーの皆さんの顔は本当に嬉しそうで
した。おめでとうございます！

（柴田）

取材日 １１月２１日（土）
「心によりそうコミュニケーション」講座クローバーの会＠やまがた

やまがた女性 21

NPO法人山形自立支援創造事業舎

「経営方針発表会」といっ
たセレモニーを真似する
必要はないでしょう。最
も大事と考えるのは「す
べてのメンバーに向けて
発表し共有すること」で
はないでしょうか。

共有するのは「ビジョ
ンやミッション」であり

「活動の目的や目指す姿と
これからの計画」です。

ＮＰＯだからこそ、活動開
始時にまとめ上げたビジョンや
ミッションをもう一度ひも解い
てみることも必要ではないで
しょうか？

■日時　1 月 28 日（木）19 時～ 21 時
■場所　当センター　会議室 B
■内容　ソーシャルビジネスとは何かを、事例を交えながら
　　　　わかりやすくご紹介します。
■参加費　無料
■定員　10 名程度
■講師　当センター スタッフ
■持ち物　筆記用具
■締切　1 月 24 日（日）まで

   ＮＰＯ、ソーシャルビジネス、社会貢献事業等の地域や
   社会の課題を解決するビジネスに関心がある方向けの勉
   強会です。ソーシャルビジネスとは ? 自分は何ができる
   か ? 自分は何をしたいか等を整理してみませんか

はじめてのソーシャルビジネス

企業の多くは年始に新年度の
経営方針や事業計画を発表しま
すが、これは単なるセレモニー
ではなく 1 年を振り返り新たな
年に向けた計画を全社員と共有
するためのものです。

私たち市民活動団体や
ＮＰＯ法人も「振り返ること・
考えること・共有すること」を
やってみませんか？

市民活動を始めるきっかけは
何だったのだろう、どんな夢を
描いて活動を始めたのだろう、
やりたいと思ったことや目指す
姿には、どれだけ近づいたのだ
ろう？

　プレゼンが上手なリーダ
　ーや代表であったらプレゼン
　するのもいいかもしれません。

　上手に話すのが苦手なリーダー
　や代表だったら、車座になって
　ざっくばらんに話し合うのもい
　いかもしれません。

　そのためにはじっくり振り返っ
　　てこれからを考えなければい
　　　けませんよね。

組織としての戦略を描く場合や、姿勢・行動を見直し、組織課題を解決する際に
考えるべき視点として使われるのが、「ミッション」と「ビジョン」という言葉です。

　

　    使命、目的、存在意義など、
　　組織の存在する理由、役割。

目標、夢、志、方向性など、組織全体が今後目指すべき姿。
　　



活動報告
SAVEJAPAN プロジェクトとは…
47 都道府県のNPOと地域の皆さまと、損保ジャパン日本興亜株式会社が一緒になって、
全国各地で「いきものが住みやすい環境づくり」を行うプロジェクトです。

今年度は、３回のイベントを行い、のべ 153 名の方にご参加いただきました。
初めての取組みとして、夜間の観察会や、各分野ごとの観察会、市内の小学校を
お借りして講演会を実施しました。
ご参加、ご協力いただいた皆さま、ありがとうございました！

1 回目　9月 5日（土）　見て！聞いて！！　空飛ぶコウモリに会いに行こう！

２回目　11 月７日（土）　やまがた絶滅危惧種博　～知ることから始めよう～

３回目　12 月 12 日（土）　イノシシってどだなだ！？　学んで、食べて、知ってみよう！

　夕方から夜にかけて、県民の森にてコウモリの観察会を
行いました。初めに、受付で参加者にコウモリクッキーを
配布し、暗くなるまで専門家の方からコウモリの生態や捕
獲方法についてお話がありました。
　参加者の皆さんはコウモリが希少生物になっている理由
を知ってもらうだけでなく、間近でコウモリを見る、触る
ことができた貴重な機会となりました。
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　紅葉の木々が広がる県民の森で、希少生物の展示会、
自然の素材を使ったクラフト体験、専門家を招いての
観察会を行いました。
　展示会とクラフト体験コーナーは、イベント当日に偶然
見かけたという方も参加し、大人も子どもも珍しい標本や
自然の素材を使ったものづくりを楽しんでいました。
　観察会は付近の沼の周辺を歩きましたが、普段行くこと
のない場所を見ることで、新しい発見がありました。
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　山形市立第五小学校で、イノシシってどんな動物、という
テーマで講演を行いました。初めにイノシシについて参加者
と一緒にクイズを通して学びました。また、狩猟の様子を服装
や模擬銃を使いながら説明しました。
　午後からは、イノシシ鍋（ぼたん鍋）を食べました。多くの
方から、「初めて食べたがとてもおいしかった」という感想を
いただきました。
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やまがたNPO博

NPO相談会
　行政書士による専門相談会とセンタースタッフによる

一般相談会が開催されました。相談内容は、団体設立に

関することや、団体の会計に関することなど様々でした。

　中には団体設立から時間が経過し、メンバーも入れ替

わっていて、運営や活動内容に悩みを抱えているという

話も聞かれました。

やまがたNPO交流会
　センターに利用登録している 3つの市民活動団体による

実践の活動発表がありました。団体立ち上げの想いから実

際の活動の様子など、普段はなかなか聞く機会がないこと

を知る事ができました。参加された一般市民の皆さんから

質問が出される等、団体同士が交流する場になりました。

  やまがた
   ＮＰＯ
  ウィーク

2015
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　特定非営利活動促進法（平成１０年３月２５日法律第７号）

が施行された平成１０年１２月１日を記念し、やまがた

NPOウィーク２０１５を開催しました。昨年に引き続き２回

目の開催です。

　開催期間中の１２月１日（火）から１２月６日（日）は

NPOの運営や設立などに関する相談会を開催し、ポスター

やリーフレットの展示を通してNPO活動を PRし、NPO

活動をしている団体同士の活動発表や交流が行われました。

山形市市民活動支援センター事業 Report 

　山形市市民活動支援センターの２３階に７０団体が出展

し、市民活動団体の活動を紹介するパネルやポスター約

１００点を展示しました。

　NPOの歴史や参加方法、県や市の支援制度などのコー

ナーもあり、訪れた方々は、興味深くリーフレットを手

に取ったり、展示に関心を寄せていました。様々なNP

Oとの出会いがあったようです。


